
蛭沢川と生きる橋

.新土橋・東町橋・弁天橋・柳橋蛭測II~

今、中心市街地は徐々に変わろうとしている。

上田駅温泉口が整備され、松尾町通り西側の電線類地中化工事もほぼ完了に近づ

いた。今後、松尾町東側、海野町と工事が進み、中心市街地が様変わりしていく姿

が自に映る。

市では、中心市街地の活気を取り戻そうと活性化基本計画を策定中。同時に、商

業者や一般市民のかたがたがいっしょに街を歩き、見て、そして考え・実行する、

市民まちづくりワークショップを開催し、中心市街地を活性化させるためにはどう

したらいいのかを考えていこうとしている。その中では、さまざまな意見やユニー

クな発想が飛び出し、熱心な議論がされている。

たとえば、中心市街地を流れる蛭沢川は市街地の「資源」として注目され、点在す

る蔵の活用とともに熱い期待が寄せられている。

昨年11月、原町の川沿いには池波正太郎真田太平記館がオープンした。開館以来、

県内外のかたがたの反響を呼び、多くの観光客も訪れており、市街地活性化の核施

設と位置づけられている。

蛭沢川には、新土橋・東町橋・弁天橋 ・柳橋等の、生活に密着した橋がいくつも

架かっている。これらの橋は、これから変わってゆくであろう中心市街地を見守っ

ていくとともに、それぞれの大切な役割を担っていくことになるだろう。
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[2] 

環
境
問
題
は
、
も
は
や
一
国
で
は
対
処
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
境
と
い
う
、
人
聞
が
つ
く
っ
た
境
界
を
越
え
て
被
害
が
広
が
る
た
め
、
地
球
規
模
で

の
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
の
環
境
を
悪
く
し
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
が
、

で
す
。

問題になっていること.6.. 
-，、

11.ι16 

地
球
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

成
層
圏
の
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
、
有
害
紫
外

線
が
増
大
し
、
皮
膚
が
ん
や
白
内
障
の
増
加
等

の
健
康
被
害
や
動
植
物
の
生
育
阻
害
等
の
生
態

系
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ゾ
ン
層
に
お
け
る
オ
ゾ
ン
量
が

1
%減
少

す
る
と
、
地
上
に
到
達
す
る
有
害
紫
外
線
の
量

は

2
%増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

-
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

オ
ゾ
ン
層
は
太
陽
光
に
含
ま
れ
る
有
害
紫
外

線
の
大
部
分
を
吸
収
し
、
地
球
上
の
生
物
を
守
っ

て
い
ま
す
。

洗
浄
剤
、
冷
媒
、
発
泡
剤
な
ど
に
使
用
さ
れ

て
い
る
フ
ロ
ン
の
大
気
中
へ
の
放
出
に
よ
り
、



-
地
球
の
温
暖
化

地
球
の
温
度
は
、
太
陽
か
ら
流
れ
込
む
日
射

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
地
球
が
宇
宙
に
向
け
て
出
す

熱
放
射
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
ま

す
。
大
気
中
に
は
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
が
あ
り
、
地
表
面
か
ら
の
熱
を
吸
収

し
、
そ
の
一
部
を
下
向
き
に
放
射
し
て
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
が
代
表
的
な

物
質
で
す
。
人
間
の
生
活
・
生
産
活
動
に
よ
り

こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
増
え
る
と
、

大
気
中
で
の
濃
度
が
高
ま
り
、
地
表
の
温
度
が

上
昇
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、

海
水
面
の
上
昇
、
気
候
変
化

地
球
を
守
る
た
め
の
実
践
行
動

ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
刀 • 

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸

化
炭
素
の
約

2
割
は
自
動
車
か
ら
の
排
気
ガ

ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
(
自
動
車
が
走
っ
て
い
な

い
と
き
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
っ
放
し
に
す
る
こ

と
)
を
で
き
る
だ
け
や
め
ま
し
ょ
う
。

-
特
に
こ
ん
な
と
き
実
践
を

マ
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
を
す
る
あ
い
だ

マ
人
待
ち
、
客
待
ち
の
た
め
の
停
車
中

マ
車
か
ら
離
れ
る
と
き

マ
休
憩
時

に
よ
る
農
産
物
の
減
収
、
感
染
症
の
多
発
等
が

起
こ
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
有
害
廃
棄
物
の
越
境
移
動

廃
棄
物
は
、
か
つ
て
発
生
し
た
場
所
の
近
く

で
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
生
産
規
模
の
拡
大

に
よ
り
発
生
量
が
増
大
し
た
た
め
、
よ
り
処
理

し
や
す
い
場
へ
と
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
受
け
入
れ
国
で
の
処
理
が
適
正
で
な
い

場
合
、
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

-
酸
性
雨

工
場
、
自
動
車
等
か
ら
排
出
さ
れ
た
硫
黄
酸

化
物
や
窒
素
酸
化
物
が
、
大
気
中
で
硫
酸
、
硝

酸
等
に
変
化
し
、
強
い
酸
性
を
示
す
雨
が
降
る

無駄なアイドリングを

1日に 10分やめると、
1年間で、

・乗用車約 51~~
約5000円

・トラック約110は
約8000円

節約できます。

現
象
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

欧
米
で
は
、
湖
沼
の
魚
が
死
滅
し
た
り
、
樹

木
が
枯
死
す
る
等
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

硫
黄
酸
化
物
や
窒
素
酸
化
物
の
発
生
源
か
ら

数
千
伽
離
れ
た
地
点
で
観
測
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
国
際
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
野
生
生
物
の
種
の
減
少

地
球
上
に
生
命
が
誕
生
し
て
以
来
、
多
く
の

種
が
誕
生
す
る
一
方
で
、
種
間
の
競
争
に
よ
り

姿
を
消
し
た
種
も
あ
り
ま
す
。
今
日
、
急
激
な

ス
ピ
ー
ド
で
種
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
要
因
が
自
然
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
も
の
で

な
く
、
人
間
の
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
熱
帯
林
の
減
少

過
度
な
焼
畑
耕
作
、
不
適
切
な
商
業
伐
採
、

農
地
へ
の
転
用
な
ど
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

熱
帯
林
に
は
、
生
物
種
の
半
数
が
生
息
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
熱
帯
林
の
減
少
は

遺
伝
子
資
源
の
喪
失
に
つ
な
が
り
ま
す
。

環
境
ホ
ル
モ
ン
つ
て
な
に
?

環
境
ホ
ル
モ
ン
と
は
、
人
間
や
動
物
の
体

内
に
入
る
と
そ
の
生
物
の
ホ
ル
モ
ン
の
よ
う

に
働
き
、
生
殖
、
免
疫
、
神
経
系
機
能
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
化
学
物
質
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
農
業
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る

D
D
T
な
ど
が
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

-
海
洋
汚
染

河
川
か
ら
の
有
害
物
質
の
流
入
、
船
舶
の
航

行
に
よ
る
油
の
流
出
、
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄
等

に
よ
り
汚
染
が
進
ん
で
い
ま
す
。

-
砂
漠
化

干
ば
つ
な
ど
の
自
然
的
要
因
や
過
放
牧
・
過

耕
作
な
ど
の
人
為
的
要
因
に
よ
り
、
土
地
が
荒

廃
、
劣
化
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
食
糧
生
産
基
盤
の
悪
化
等
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
が
出
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

-
開
発
途
上
国
の
公
害
問
題

工
業
化
が
進
む
に
つ
れ
、
大
気
汚
染
や
水
質

汚
濁
な
ど
の
公
害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
地

域
住
民
の
健
康
被
害
が
心
配
さ
れ
、
公
害
防
止

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
/

生
活
環
境
課
(
固
@
5
1
2
0
)

物
を
燃
焼
す
る
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

-
家
庭
・
事
業
所
で
の
ご
み
の
焼
却

は
極
力
避
け
ま
し
ょ
う
。

-
日
ご
ろ
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
を
心
が

け
、
ご
み
は
分
別
し
て
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

11.6.16 [3 ] 



7
月
t
固
か
ら

循
環
パ
ス
の
コ
ー
ス ー
日
曜
・
祝
日
は
運
休
|

・
便
聞
か
嚢
軍
に
な
り
ま
す

市
内

4
コ
l
ス
を
運
行
し
て
い
る
循
環
パ
ス
は
、
平
成

8
年
度
の
ス
タ
ー
ト
以
来

2
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
コ

l
ス
の
見
直
し
ゃ
変
更
、
利
用
状
況
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
日
曜
・
祝
日
な
ど
、
利

用
者
の
特
に
少
な
い
曜
日
、
区
間
、
便
を
7
月
1
日
か
ら
運
休
・
廃
止
し
ま
す
。

平
成
日
年
度
の
実
績
は
、

4
コ
l
ス
の
合
計
で
、
利
用
者
は

1
日
当
た
り
平
均

1
4
0
人、

1
便
当
た
り
で
は
平

均

4
人
ほ
ど
で
し
た
。
前
年
よ
り
減
少
の
傾
向
で
す
が
、
今
後
も
皆
さ
ん
の
生
活
の
足
と
し
て
よ
り
多
く
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ス
の
中
で

1
割
お
得
な
回
数
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

な
お
、

8
月
1
日
か
ら
運
行
時
刻
の

一
部
改
正
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

O バス停留所
一一E 上回交通別所線電車

一一一ー東コース
一一一西コース
・..，廃止区間
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介護保険Q&A④
園介護保険の一泊閉する場合、保険料を納

めながら、利用料も負担することになるのでしょう

か。

I.--:l 介護保険でサービスを利用した場合、利用者はサ-
IA 11 
「司・ 11::'ス費用の 1割を自己負担し、保険料も引き続き納

めることになりますO ただ、 1割負担が高額になる場合の

利用者の負担を考慮、して、 lか月の自己負担の上限を設定

し、それを超えた分については「高額介護サービス費」と

して保険から支給されます。自己負担の上限金額は、住民

税の課税状況などによって設定される予定です。

胃開 介護保険が始まると、病院に入院した場合、医療
liIIiI保険と介護保険のどちらを使うことになるのでしょ

うかO

I.-:l けがをしたり具合が悪くなった場合などで診察、
IA21 
「、ー|治療を受け入院した場合には、今と同じように医療

保険からの給付となります。しかし、介護サービスを受け

るため、施設や病院へ入所する場合には、要介護認定を行

い、原則として介護保険からの給付となります。

国現在刊こ介護サ一一帽し山人も、介

護認定申請(サービスを受けるための申請)が必要

なのでしょうか。

1 _ ..  1 、ームヘルパーやデイサービス、ショートステイ
IA31 
「、γ」などの在宅サービスや、特別養護老人ホーム等へ入
所する施設サービスなど、介護保険で提供されるサービス

を現在利用しているかたについても、新たに利用を希望す

るかたと同様に、市役所へ申請が必要になります。介護認

定申請の受け付けは、今年の10月から始まりますので、平
成12年4月 1日以降もサービスの利用を希望するかたは、

市役所の介護保険課へ申請してくださし 1。なお、申請の方

法等は、追って広報等でお知らせします。

-介護保険制度の説明会を開催します

介護保険制度について市民の皆さんに知っていただくた

め、地区自治会連合会のご協力を得て、担当職員が地域に

出向き、地区ごとに説明会を開催します。

開催期間は 6月中旬から 7月末。各自治会の回覧で日時

等詳細はお知らせしますので、地区の説明会にぜひご参加

くださし、。

・介護保険課に 「介護保険相談窓口」を設置しました

制度に関するご意見、ご質問、ご相談などございました

ら、お気軽にお問い合わせくださし、。また、上田地域広域

連合介護保険係および上小地方事務所厚生課でも、相談窓

口を設置しています。

.問い合わせ

介護保険課(固⑧6246・E-mail:kaigohoken@cit 

y. ueda.nagano.jp)、テレホンガイドうえだ関連情報(固

⑧ 8 8 8 8コード、No.42 0)、インターネットホームペー

ジ(http://www.city.ueda.nagano.jp/kaigo/index.html)
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-循環パスの運休・廃止(7月 1日から)

コース
日曜 早朝、夕方などの

祝日 運休、廃止

右 東コース
運休 従来どおり

j芋 西コース

東コース 6:50大学駅前発運休

7:03王子発運休
左

運休 • 17: 1 0越戸発運休
fi芋.L.I 
西コース • 7:10および18:00

別所温泉発運休

-小泉~越戸間の廃止

※各コースとも 1日4往復の運行となります。

問い合わせ/交通対策課(固⑧51 2 9) 
運行については、

左岸循環パス・右岸循環パス東コース

…上電観光パス(械(困⑧ 51 2 1 ) 

右岸循環パス西コース

…干曲パス(圃⑫23 6 3) 



成8年度から11年度の取り組み~

耳

市では平成 8年 4月に「上田市行政改革大綱」を策

定し、おおむね 3年をめどに行政改革に取り組んでき

ました。これまでの 3年間の主な取り組み事項と平成

11年度の主な取り組み事項は次のとおりです。

これらの取り組みにより約 4億5000万円の経費を節

減することができ、他の事業に振り分けることができ

ました。

なお、市では平成11年度中に現行の「上田市行政改

革大綱」を見直し、地方分権時代に対応した体制の整

i諮 1ず努めていきます。

目平成 8 年度~10年度の取り組み事項
マ事務事業の見直し・

窓口事務の充実

圃主な見直し事項

区分 取り組み事項の内容

既存の事務事業の見直しを

行う とともに、施設の管理な

ど民間の活力を導入できる事

務事業については委託化を進

めました。

可燃ごみ有料袋の導入、補助金・負担金の見直し、循環パス事業
点検した事務事業 の見直し、経常的経費の節減、水道料金および下水道など使用料

の見直し、「広報うえだ」と「教育うえだ」の統合

委託した事業
ごみ収集業務、庁内電算機の運用業務、下水処理施設の管理運営、
市営駐輪場・駐車場の管理業務

児童館・児童センタ一、晶齢者福祉センタ一、ディサービスセン

委託した施設
また、総合窓口の開設など

市民サービスの向上に努めま

した。

窓口の充実等市民
サービスの向上

タ一、技術研修センタ一、マルチメディア情報センタ一、農林漁
業体験実習館(ささらの湯)、池波正太郎真田太平記館

民間企業を含めた市民総合窓口の開設、支所での軽自動車に関わ
る事務の開始、乳幼児医療制度の充実

マ組職・機構の見直し

社会経済情勢に対応できる簡素で効率的な組織体制

の整備に努めました0

.主な組識見直し事項

区分

組識の見直し

審議会など附属
機関の見直し

内容
水道局と建設部下水道課の統合、
生涯学習および文化行政の充実、
商工課と街区振興課の統合、介護
保険課の新設

水道料金審議会と下水道等使用料
金審議会の統合、合併浄化槽協議
会の廃止、震業構造改善事業協議
会委員の減員、青少年問題協議会
委員の減員

マ高度情報化によ~市民サービスの向上
自動交付機の導入など高度情報システムを利用した

市民サービスの向上に努めました。

・主な事項

区分 内容

住民票などの自動交付機の導入、
高度情報化導入に 公共施設案内予約システムの導入、
よるサービス向上 図書館情報ネットワークシステム

の導入

OA機器導入による 税務業務のOA化、工事契約管理
事務処理の効率化 システム、用地取得事務のOA化

.平成11年度の主な取り組み事項
①水道料金をコンビニエンスストアでも支払えるサー

ビスの開始

②介護保険など上田地域広域連合との連携による広域

行政の推進

③組識・職員数の見直し

④戸籍事務の電算化の推進

問い合わせ

総務課行政管理係(固⑫53 3 2) 
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12 
万
市
民
の
家
計
簿

.

.
 平
成
叩
年
度
下
半
期
(
叩
月
j

3
月
)

闇購S圃腰輯輔醜露軍困層櫨蘭蕗誌鵬目
3億5，493万円

28億3，185万円36億6，200万円費務1，).. 
，陶酔

42万円

23億1，861万円24億4，189万円費生得i

2億9，703万円99万円3億費働労

27億1，798万円49億6，935万円農林水産業費

〆，

a吃
av針

uweee

圃置理・1= 冨翠翠彊圏直窟聴聞

3億5，615万円費..0恥
ZミE義

71億82億 532万円費生民

173億5，848万円

4億 716万円

176億6，393万円

4億 716万円

税

税与譲方

市

地

1億5，995万円

13億6，223万円

1億5，995万円

13億6，223万円

利子割交付金

地方消費税交付金

特別地方消費税交付金

自動車取得税交付金

5，577万円

2億5，474万円

52億5，737万円

5，577万円

2億5，474万円

51億6，791万円

33億 589万円

128億 618万円169億5，048万円費木土

2，820万円

9億7，112万円

7億6，920万円

23億3，512万円

8億9，181万円

33億5，939万円費エ商

2，820万円

10億5，909万円

7億9，632万円

43億9，463万円

26億 28万円

税付-3と方地
交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

庫 金出支国

10億 956万円10億1，545万円費防;自

67億2，428万円71億8，672万円費育教

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、
毎
年
上
半
期
と
下
半

期
の
2
園
、
定
期
的
に
内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
叩
年
度
下
半

期
の
会
計
別
収
支
状
況
、
地
方
債
現
在
高
、
一
時
借
入
金
、
市
有
財
産
の
状
況
に
つ
い

て
で
す
(
平
成
刊
年
3
月
幻
日
現
在
。
一
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
し
て
あ
り
ま
す
)
。

49億5，836万円

予

2，546万円9，760万円費|日f夏宝ロ災

46億6，919万円

5，579万円

1億2，906万円

4億9，518万円

4億9，157万円

33億1，420万円

390億 614万円

0円

49億7，993万円

1，305万円

46億6，975万円

5，582万円

6億7，760万円

4億9，518万円

28億4，556万円

108億4，420万円

535億3，832万円

金出支県

入収

附

産員オ

金

費

費

債

{蒲

公金

金

入

越

寄
一
繰

一
繰

一
諸 入収

{責市

歳 444億5，055万円535億3，832万円ム
l--=ロ

A 
Eヨ出歳計ぷ』

口入

※農林水産業費および土木費には、前年度繰越明許費繰越額
を含む

※国庫支出金、県支出金、繰越金および市債には、前年度繰越
明許費繰越額を含む

-・圃瑳ヨE書置Eヨ・・・・・・E輩筆蹄謹E圃圃・・E園周露函彊・・・・岳遭E蹄謡選E・・
1億5，576万円

5，934万円

7，283万円

7，809万円

2億4，102万円

8，455万円

土地取得事業

塩固有線放送
電話事業

国民健康保険事業

En軍高誼~7!i崎胃.

535億5，595万円
332億1，566万円
867億7，161万円

一般会計

特別会計

(合計) 55億3，094万円

交通災害共済事業

福祉事業

セ ンタ一事業

老人保健事業

4，387万円

55億4，552万円

5，556万円

65億2，623万円

5，555万円

7，908万円

97億5，854万円

31億7，501万円

1億7，999万円

6，620万円

92億6，681万円

6億3，331万円

1億4，340万円

8，294万円

105億6，881万円

49億9，028万円

1億8，029万円

農業集落排水事業

同和地区住宅新築
資金等貸付事業

公共下水道事業

E置ヨlisariJI
積立金 57億6，022万円
有価証券 l 億1，279万円
出資による権利 11億3，020万円
土地 245万 299nl
建物 31万8，942nl
山林 2，135万8，098nl
住宅

(敷地)

(建物)

e 
e 69億3，335万円

5，943万円

14億9，876万円

24億8，961万円

l億 715万円

115億9，885万円

I億 710万円業事士号車、工ム停将23万6，463nl
6万9，706nl

1億4，238万円

5億3，300万円 2，170万円

191億3，386万円 274億9，577万円

23億1，911万円

6億9，368万円

374億4，841万円

市街地再開発事業

地域振興券交付事業

合計-=t理軍司・
※農業集落排水事業および公共下水道事業には、前年度繰越明許費繰越額を含む

OWfk.ttHI3---
111億円

※1.収益的収支

事業の経常的な経営活動の

収入支出を示すものD

※2.資本的収支

将来の経営活動に備えて行

う建設改良、現在の経営活動

に用いられている施設にかか

る企業債償還金などの収入支

出を示すもの。

※水道事業には、前年度建設改良費等の繰越額を含む

収入 支出

企業名 (予算現額) (予算現額)

※資本収支的2 

(収入済額) (支出済額)

0円 700万円
産院事業

0円 607万円

水道事業
22億 7，363万円 29億 6，727万円

13億 3，839万円 19億 290万円

収入 支出

企業名 (予算現額) (予算現額)

※収益収支的1 

(収入済額) (支出済額)

産院事業
2億 9，924万円 2億 9，924万円

2億 4，897万円 2億 7，063万円

水道事業
20億 2，542万円 22億 2，424万円

20億 5，033万円 20億 6，269万円

11. 6.16 [7 ] 
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..LL~ 圃且・・ a・ー噌・
テレビ・版広報すノァ一つえた
1チャンネル (Ucv…上田ケーブルビジョン)で放映
市からのお知らせコーナーのほか、市内で行われたイベン卜のレ

ポートコーナーも新たに加わりました。ご覧ください。
明。毎週日曜日6回放送 (30分番組)

6時・ 9時・正午・ 15時・ 19時・22時

a 

調

豆
、
F
4

。-
z 

‘ c 

催し市
町
村
障
害
者
支
援
事
業

障
害
者
向
け
専
門
相
談
会
ヘ

上
田
地
域
身
体
障
害
者
自
立
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
(
固
⑫
5
5
2
2
)

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

7
月
4
日
目
午
前
日
時

1
午
後
5
時

マ

と

こ

ろ

ジ

ャ

ス

コ
上
田
庖
ふ
れ
あ
い
広
場
マ
内
容

医
師
・
保
健
婦
・
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
建
築
士
に
よ
る
専
門

相
談ふ

る
さ
と
再
発
見

ほ
た
る
祭
り
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
(
岡
⑥
1
1
2
6
)

マ
と
き

6
月
四
目
的
午
後
6
時

j

・
同
初
日
目
午
後
5
時
j

マ
と

こ
ろ
室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
マ

イ
ベ
ン
ト
内
容
地
元
ハ
ワ
イ
ア
ン

バ
ン
ド
の
演
奏
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・

地
元
歌
手
の
出
演
等
マ
そ
の
他

市役所代表電話

回22-4100
困25・4100

問。
焼
き
鳥
・
生
ビ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ス
・

記
念

T
シ
ャ
ツ
の
販
売
を
行
い
ま
す

ハロ
i
ワ
ー
ク
上
回

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

上
回
公
共
職
業
安
定
所
(
岡
③
8
6
0
9
)

一
般
求
職
者
お
よ
び
来
年
3
月
大

学
等
卒
業
予
定
者
の
就
職
促
進
と
地

元
企
業
の
求
人
充
足
の
た
め
、
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

7
月
2
日
働
午
後
2
時

j

4
時

マ

と

こ

ろ

上

田

高

砂

殿

マ
対
象
者
一
般
求
職
者
、
障
害
者
、

来
年
3
月
新
規
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
卒
業
予
定
者
と
そ
の
家
族

講
演
会
『
7
か
国
で
話
そ
う
/
」

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
上
回

・
滝
沢
真
美
子
(
固
⑮
3
4
9
0
)

多
言
語
を
楽
し
く
習
得
し
ま
し
ょ

う
。
参
加
は
無
料
で
す
。

マ
と
き

6
月
お
日
働
午
後
7
時

j

9
時
・
岡
山
初
日
出
午
後
2
時

1
4

時

マ

と

こ

ろ

上

田

創

造

館

マ

講
師
言
語
交
流
研
究
所
研
究
員
・

多
国
伸
子
さ
ん
マ
そ
の
他
託
児

あ
り

お知らせ事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

情
報
推
進
課
(
固
⑫
8
2
4
1
)

商
業
統
計
調
査
、
事
業
所
・
企
業

統
計
調
査
の

2
つ
の
調
査
(
平
成
日

年
7
月
1
日
現
在
)
が
、
同
時
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果

は
、
す
べ
て
の
事
業
所
の
活
動
を
把

握
し
、
国
や
市
が
産
業
・
経
済
振
興

の
施
策
を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
資

料
を
得
る
重
要
な
も
の
で
す
。

市
内
の
す
べ
て
の
製
造
業
、
卸
売
・

小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
お
よ
び
飲
食

業
等
の
か
た
が
収
入
を
得
て
働
い
て

い
る
、
民
営
事
業
所
を
対
象
に
行
い

ま
す
。

6
月
の
中
・
下
旬
か
ら
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

不
正
改
造
車
の
排
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

交
通
対
策
課
(
固
⑫
5
1
2
9
)

6
月
1
日
か
ら
同
初
日
ま
で
の
一

か
月
間
、
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

不
正
改
造
車
は
、
道
路
交
通
の
秩

序
を
乱
す
と
と
も
に
大
気
汚
染
や
騒

音
な
ど
の
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
す

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

[8 ] 

機
会
に
不
正
改
造
の
防
止
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の

排
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

特
に
、
次
の
よ
う
な
不
正
改
造
を

し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
触
媒
・
消
音
機
を
取
り
外
す
こ
と

マ
前
面
や
側
面
の
ガ
ラ
ス
に
濃
い
色

の
着
色
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
こ
と

マ
ダ
ン
プ
カ
ー
の
荷
台
を
改
造
す
る

こ
と

マ
乗
用
車
の
車
高
を
下
げ
る
こ
と

マ
前
照
灯
・
制
動
灯
・
方
向
指
示
器

等
の
灯
火
の
色
を
定
め
ら
れ
た
も

の
以
外
の
色
に
変
え
る
こ
と

11.6.16 

子
ど
も
議
会
・
女
性
議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

企
画
課
(
固
⑫
5
1
1
2
)

。

|
』
長
官
官
ゅ
は
は
計

市

制

施

行

別

周

年

を

記

念

し

て

子

サ

ど
も
議
会
が

7
月
9
日

働

、

女

性

議

場

制

会
が
岡
山
日
出
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
宕
品
川

子
ど
も
、
女
性
の
視
点
か
ら
、
市
朗
費

一
室
穴

政
に
つ
い
て
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
タ
ド

と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
質
問
・
提
ン
劃

言
し
ま
す
。
市
で
ま
、
こ
の
よ
う
よ
セ
岨

-

7

日

ン

知

機
会
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て
収
一
恥

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
両
議
会
へ
固
リ
正

の
傍
聴
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
み
ク
昨

司

」

“

叩

ひ
皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
場
大
働
布

は
市
役
所
本
庁
舎
6
階
議
場
で
す
。
粗
日
開

な
お
、
傍
聴
席
に
は
限
り
が
あ
り
、
の
何
日
制

月
月
時

入
場
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

f

F

収

ド
lu

・
a

回

で

ご

了

承

く

だ

さ

い

。

.



高
齢
者
の
薬
剤
一
部
負
担

な
く
な
り
ま
す

の
抜
本
的
改
革
の
つ
な
ぎ
の
措
置
と

し
て
、

7
月
1
日
か
ら
薬
剤
一
部
負

担
を
、
本
人
に
代
わ
り
国
が
臨
時
特

例
的
に
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
老
人
保
健
の
対
象
者

は
薬
剤
の
一
部
費
用
を
負
担
し
な
く

て
も
よ
く
な
り
ま
す
。

-
対
象
(
老
人
保
健
制
度
の
対
象
者
)

マ
叩
歳
以
上
の
医
療
保
険
加
入
者

国
保
年
金
課
(
固
⑫
5
1
1
8
)

老
人
保
健
対
象
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

平
成
9
年

9
月
か
ら
外
来
で
医
者
に

か
か
っ
た
と
き
の
、
薬
剤
に
か
か
る

一
部
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
医
療
保
険
制
度

.r昼間の金星」を見つけよう
bとき 7月10日出午前10時30分"""11時30分 00時20分までに 4階プラネタリウム
室前集合1>内容 光度マイナス 4. 5等級の金星を、「肉眼で、見つけよう」・

「天体望遠鏡でも見ょう」じ>定員先着60名じ>参加料無料じ>その他雨天・ 曇
天中止。受け付けは当日会場で行~¥ます。

.パソコン操作相談コーナー

bとき 7月17目的午前9時30分~正午 じ>内容 ノfソコン操作、ソフト使用上の

質問・相談・トラブルQ&A 1>対象者 Windows ・ワープロソフト・表計算ソフ

トの操作等でお困りのかた(初心者) 1>その他 事前の申し込みは必要ありません

が、人数・内容によってはお受けできない場合があります。ノートパソコン持参での

相談ができます。

・折り紙教室

bとき 7月18日(日)午前の部…10時~正午、午後の部… l時，...，.3時 b内容 たな
ばた飾りを折ろう じ〉参加料 300円(折り紙代として) じ〉持ち物 折り紙を入
れる袋

・上田市地域水墨画展

bとき 7月20日ω，...，.25日(日)午前9時~午後4時30分 (20日は午後 l時から。 25日
は午後4時終了) 1>内容市内在住の水墨画愛好者による展覧会 b入場料 無料
・水墨画講習会

bとき 7月24日出午後 1時，...，.3時
持ち物筆

.夏季シーズンのプラネタリウム投影

8月22日(日)まで、プラネタリウム室で 「夏の星空」・「地球は青かった~ガガーリン
物語"""Jを投影します。投影時問、回数、入場料等は従来と変わりありません。
圃施設無料開放のお知らせ

b開放日 7月10日(第 2土曜日)・同24日(第 4土曜日) じ〉開放施設 プラ
ネタリウム室・民俗資料館・体育館 1>対象者 上小地域の小・中学生と同伴の保護

者のかた

b 無料じ>参加料池田聖雲さんじ〉講師

マ
侃
歳
以
上
初
歳
未
満
の
障
害
状
態

に
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
た
医
療

保
険
加
入
者

パソコン教室
8・〆 J者....."

講座名 実施日 対象者 受講料 申し込み締め切り

71 
パソコン入門 7月4日(日)

16歳以上の初心者 1，000円
休日コース 午前9時~午後4時

72 
Windows95 7月6B(*)07日(*l・13日制・14日嗣 16歳以上でマウス・キー

6，000円
マスターコース 午後6時"'9時30分 ボードを使えるかた 6月24日(木)

73 親子パソコン
7月10日(土)

小・中学生の子と親 500円
(当日消印有効)

午前9時30分~午後2時30分

74 
ワープロソフト 7月11日(日) 16歳以上でマウス・キー

3，000円
一太郎コース 午前9時~午後4時 ボードを使える方

75 
パソコン入門 7月13日(刈

16歳以上の初心者 1，000円
6月29日伏)

平日コース 午前9時~午後4時 (当日消印有効)

76 
表計算ソフト 7月 21 日 Q~l ・ 22 日 (柄・ 28 日体) ・ 29 日側 16歳以上でマウス・キー

6，000円
エクセルコース 午前9時~正午 ボードを使えるかた 7月8日(木)

77 
パソコン入門 7月21日(水)・ 22日(木)

16歳以上の初心者 1，000円
(当日消印有効)

夜間コース 午後6時30分~9時30分

「はがき」または [FAXJで①コースNo②コース名③氏名④年齢⑤住所⑥電話番
号を明記のうえ、 期日までに申し込んでくださL、。
各コースとも定員20名。申し込み多数の場合は抽選とし、結果をはがきで全申込者に
通知します。
〒386-1102 上田市大字上田原1640

※申込方法

※受講の可否

困24-4100上田創造館「パソコ ン教室受付係」先て※あ

庖

一

時

田

タ
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ン

馴

校

内

総
ポ
蜘
ン

緋
一
上
ビ

副
コ
ベ
ッ

制
A

J
ヨ

佐
、
お
シ

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
上
仏
庖
や
野

田
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
川
町
、
だ

刊
好
底
お

条
例
」
に
基
づ
き
、
市
長
の
資
産
等
町
三
一
し

上
友
タ
・

報
告
書
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
閲
覧
け

E
ン
庖

r
、
イ
田

希
望
の
か
た
は
秘
書
課
へ
ど
う
ぞ
。

日
庖
田
上

引
和
上
コ

浩
秋
ヤ
ス

川

友

ツ

ヤ

引
西
マ
ジ

牛
ム
キ
ム
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4

4

4

回
同
口
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国
M
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B
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E
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『
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-地域別懇談会日程表

月日 対象地区 会場 時間
6月23日(水) 神川地区 神川地区公民館
6月25日(創 神科地区 上野が丘公民館
6月30日(水) 豊殿地区 上田市農村職改善センター
7月2日(封 川西地区 川西公民館

7月5日(月)川泉辺田・城地下区・ 文上化田セ創ン造タ館ー
午時2程後か時度間ら7 

7月7日(水)賠南1部・北・部中央・酷地区is・ 市民大会会館議室2階

7月9日(金) 塩田地区 塩田公民館
7月12日伺) 塩尻地区 塩尻地区公民館

7月16日(創 期南部・北・部中央・西地部区・ 中央公民館

市
長
の
資
産
等
報
告
書
の

閲
覧
が
で
き
ま
す

秘
書
課
(
固
⑫
3
4
3
5
)

都
市
計
画
マ
ス
タ
1
フ
ラ
ン

地
域
別
懇
談
会
開
催

都
市
計
画
課
(
固
⑫
5
1
2
7
)

広
報
う
え
だ
前
号
で
お
知
ら
せ
し

た
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
地
域
別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

該
当
地
区
に
お
住
ま
い
の
か
た
が
た

の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
は
、
併
せ
て
「
緑
の
基
本
計

画
」
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。

-ウィークエンドリサイクル7月の日程
回収時聞は午前10時~正午(時間厳守)。家庭のぴん、缶、
古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう。11. 8.18 [9 ] 



国語置冨留置
6月 1日号7ページの「ごめい福をお祈リしますJの中に次のとおリ誤りがありました。
こ遺族ならびに関係者のかたがたにはたいへんご迷惑をおかけしました。

謹んでlおわびし、訂正いたします。

く正〉 山崎重雄野竹 76 <誤〉 山崎

〈正〉内河たけ大久保 77 <誤〉内川

く正〉今水豊子下房山 68 <誤〉今水

〈正〉宮崎 晃小泉 74 く誤〉山崎

つ
/
」
寸
/
門
ノ

ι

A
斗

n
O
7
I
nむ
寸

/

野竹

大久保

下房山

小泉

雄

け

子

晃

重

た

豊

食
中
毒
が
多
発
す
る
季
節
で
す

0
1
1
5
7
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

健
康
推
進
課
(
固
⑧
8
2
4
4
)

平
成
8
年
に
全
国
的
に
流
行
し
た

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
0
1
1
5
7
に

よ
る
食
中
毒
は
、
現
在
、
患
者
数
・

件
数
は
減
っ
た
も
の
の
、
家
庭
が
原

因
と
思
わ
れ
る
発
生
例
が
散
発
的
に

続
い
て
い
ま
す
。

O
ー

1
5
7
に
感
染
す
る
と
、
腹

痛
と
出
血
を
と
も
な
う
激
し
い
下
痢

症
状
を
呈
し
、
重
症
の
場
合
は
腎
臓

の
機
能
に
障
害
を
起
こ
し
ま
す
。
特

に
抵
抗
力
の
弱
い
子
ど
も
や
お
年
寄

り
は
、
重
症
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
注
音
叫
が
必
要
で
す
。
疑
わ
し

い
症
状
が
あ
る
か
た
は
、
医
師
の
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

O
ー

1
5
7
に
よ
る
食
中
毒
は
、

汚
染
さ
れ
た
食
品
や
水
な
ど
に
よ
っ

て
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
保
菌
者
か

ら
の
二
次
感
染
の
例
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
菌
は
熱
に

弱
く
、
お
度
で

1
分
以
上
加
熱
す
る

と
死
滅
し
ま
す
。

-
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
O
l
1
5
7

に
よ
る
食
中
毒
防
止
の
た
め
、
次
の

こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

マ
食
品
の
購
入

生
鮮
品
は
新
鮮
な
も
の
を
、
表
示

の
あ
る
食
品
は
消
費
期
限
な
ど
を
確

認
し
て
購
入
し
、
寄
り
道
せ
ず
早
く

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

マ
家
庭
で
の
保
存

冷
蔵
・
冷
凍
庫
に
は
、
詰
め
込
み

す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
、
肉
・

魚
・
野
菜
な
ど
食
品
ご
と
に
分
け
て

保
存
し
ま
し
ょ
う
。

マ
下
準
備

台
所
を
き
れ
い
に
し
、
ふ
き
ん
や

タ
オ
ル
は
清
潔
な
も
の
と
交
換
し
ま

し
ょ
う
。
手
を
よ
く
洗
い
、
魚
・
肉
・

卵
・
野
菜
と
そ
れ
ぞ
れ
の
食
品
を
処

理
す
る
ご
と
に
、
ま
な
板
・
包
丁
な

ど
汚
れ
た
も
の
を
よ
く
洗
い
、
熱
湯

や
塩
素
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

マ
調
理
清
潔
な
手
で
、
加
熱
処
理
す
る
も

の
は
、
そ
の
中
心
部
ま
で
じ
?
っ
ぷ

ん
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
加
熱
し
な

い
サ
ラ
ダ
な
ど
は
室
温
に
放
置
せ
ず
、

食
べ
る
ま
で
冷
蔵
庫
で
保
管
し
ま
し
ょ

，つ。マ
食
事
食
事
の
前
に
は
手
を
洗
い
、
温
か

い
も
の
は
温
か
い
う
ち
に
、
サ
ラ
ダ

な
ど
冷
や
し
て
あ
る
も
の
は
冷
た
い

う
ち
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

マ
残
っ
た
食
品

残
り
も
の
は
、
早
く
冷
え
る
よ
う

き
れ
い
な
浅
い
皿
な
ど
に
移
し
て
冷

蔵
・
冷
凍
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
時
間

が
た
ち
す
ぎ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
で
も

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
思
い
切
っ
て
捨

て
ま
品
し
ょ
v

つ。

不
明
な
点
は
、
健
康
推
進
課
健
康

相
談
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

募集平
成
円
年
度
洋
裁
技
術
科
の

学
生
を
募
集
し
ま
す

長
野
県
佐
久
技
術
専
門
学
校

(固
0
2
6
7
1
6
2
1
0
5
4
9
)

マ
募
集
科
目
短
期
課
程
洋
裁
技

術

科

マ

期

間

6
か

月

マ

定

員

日
名
マ
応
募
資
格
中
学
を
卒

業
す
る
年
齢
を
超
え
て
い
る
か
た

マ
申
し
込
み

8
月

η
日
i
同
初
日

に
佐
久
技
術
専
門
学
校
へ
電
話
で

マ
試
験
日

9
月
7
日
(
面
接
・
職

業
適
性
検
査
を
予
定
)
マ
合
格
発

表

9
月
日
日

浦
野
南
団
地
分
譲
住
宅

購
入
者
を
募
集
し
ま
す

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
分
譲
課

(固
0
2
6ー

2
2
7
1
4
3
2
2
)

平
成
日
年
度
春
季
募
集
を
行
い
ま

す
。
な
お
、

6
月
お
日
・
同
幻
日
、

7
月
3
日
・
同
4
日
に
は
、
職
員
が

現
地
を
案
内
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
募
集
期
間

6
月
お
日
働

1
7

月
5
日
側
マ
戸
数
日
戸
(
う
ち
、

地
域
優
良
分
譲
住
宅

3
戸

)

マ

販

売
価
格
建
物
自
由
設
計
方
式
の
た

め
未
定

11.6. 16 [ 1 0 ] 

「
し
な
の
鉄
道
」

平
成
刊
年
叩
月
採
用
社
員
募
集

し
な
の
鉄
道
総
務
課

(固
0
2
6
1
2
3
5
1
4
7
0
0
)

マ
採
用
電
気
・
:
若
干
名
マ
受

験
資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
1
昭

和
問
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
か
た

マ
一
次
試
験

7
月
日
日
目
(
二
次

試
験
は

8
月
下
旬
)
マ
受
験
申
込

書
し
な
の
鉄
道
総
務
課
か
市
交
通

対
策
課
に
あ
り
ま
す
。
マ
申
し
込

み
期
限

7
月
2
日
働

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
F
U
E
D
A

セ
ミ
ナ
ー
ヘ
参
加
し
よ
う

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
(岡
⑧
1
0
0
0
)

国
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
日
本
語
入
力

入
門
講
座
(
定
員
・
・
・
初
級
者
向
名
)

マ
と
き

7
月
5
日
側
午
後
1
時
初

分
1
3時
初
分
マ
内
容
キ
ー
ボ
ー

ド
操
作
マ
参
加
料

1
5
0
0
円

.
だ
れ
で
も
簡
単
/
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
入
門
(
定
員
・
・
・
初
級
者
向
名
)

マ
と
き

7
月
刊
日
出
午
後
l
時

ω分
1
3時
初

分

マ

内

容

ホ

ー

ム
ぺ
l
ジ
・
電
子
メ

l
ル
体

験

マ

参
加
料

1
5
0
0
円

-
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
で
暑
中
見
舞

い
(
定
員
・
・
・
初
級
者
時
名
)

マ
と
き

7
月
日
日
間
午
後
l
時

ω分
1
4
時

マ

内

容

オ

リ

ジ

ナ

ル
暑
中
見
舞
い
作
り
マ
参
加
料

1
5
0
0
円
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納期限6月30日働

1期

参
加
し
ま
せ
ん
か
?

千
曲
川
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

生
活
環
境
課

(固
⑫

5
1
2
0
)

市
制
施
行
的
周
年
記
念
事
業
「
千

曲
川
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
プ
レ

イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
「
千
曲
川
親
子

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

7
月
刊
日
出
午
前
9
時

1
正
午
予
定
(
雨
天
・
河
川
の
状
態

に
よ
り
中
止
)
マ
と
こ
ろ
小
牧

橋
下
上
堀
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
付
近

マ
内
容
魚
つ
か
み
取
り
(
あ
ゆ

等
)
、
投
網
な
ど
の
漁
法
公
開
、
上

田
原
合
戦
太
鼓
、
水
生
生
物
調
査
等

マ
募
集
人
員
小
学
生
1
0
0
名

程
度
(
保
護
者
同
伴
の
こ
と
)
マ
参

加

無

料

マ

申

し

込

み

6
月

ω

日
制
ま
で
に
生
活
環
境
課
へ
電
話
で

ど
う
ぞ
(
折
り
返
し
申
込
用
紙
を
送

り
ま
す
)
。

市
制
施
行

ω周
年
記
念

司・

r
一
回
わ
っ
し
ょ
い
』
参
加
速
募
集

上
回
わ
っ
し
ょ
い
実
行
委
員
会
事
務
局

(観
光
課
内
・
固
⑫
5
4
0
8
)

市
民
の
夏
祭
り
、
第
お
回
「
上
田

わ
っ

し
ょ
い
」
、は
7
月
幻
自
由
の
夜
、

開
催
さ
れ
ま
す。

現
在
、
実
行
委
員
会
で
は
、
踊
り

コ
ン

テ
ス
ト
、
恒
例
の
生
演
奏
な
ど

を
企
画
中
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

こ
の
、
第
お
回
上
田
わ
っ
し
ょ
い

に
参
加
さ
れ
る
各
「
連
」
を
募
集
し

相談名 日 時 会場など

7月9日佳)
法 f章 中目 自炎 13:30---15:30 
(予約制) 7月23日佳)

13:30---15:30 受付は・・・

土地建物相談
7月8自体)

市役所
生活環境課13:00---16:00 

市 民 相 自炎
(本庁舎 1階)

交通事故相談 毎週月~金曜日 包
女 t性 中目 自炎

9 :00---16:00 
⑫ 

!A. A 本目 吾自，火Aと 毎週月~金曜日
(H直福通祉③課2000) 9 :00---16:00 。

母 子 中目 談
毎週月~金曜日 。 福祉課
9 :00，.....，16:00 (内線 16 0 8) 

人権・悩みごと相談
7月 1日(桐 人権問和対策課
13:0.0""'" 16:00 (南庁舎 1階)

農地問題相談
毎週月~金曜日 農業委員会
8 :30---17:00 (本庁舎2階)

イ7 政 相 号日，3反4 7月12日(月) 上田西武10:00---15:00 

心 配 ごと相談
毎週火曜日
10:00---15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00---16 : 00 

社(H会⑫福8祉0協8議0会) 
法 律 相 ~~ 7月17日(剖
(予約制) 10:00---正午

Yr. 童 相 E炎
毎週土曜日
13 : 30 ---15 : 30 

結 t寄 相 E炎
毎週水曜日

社(H会⑫福3祉0協8議2会) 10 : 00---15 : 00 
法 律 相 日炎 7月21日(水)
(予約制) 10:00---11:30 

上(岱田⑫商4工5会0議0所) 
保険年金相談

毎週月~金曜日
9 :00，.....，16:00 

高齢者職業相談
毎週月~金曜日

高齢者職業相談室

8 :30---17:00 (上田(ftパ⑫ートサテライト内)8 0 1 1) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日

子南育部(怨て保⑮支育3援園0内セ9相ン6談タ)ー室
(電話相談) 9 : 00，.....，16 : 00 

保育・子育て相談 毎週火・木曜日
(面接相談) 9 :00，.....，16:00 

月の相談

税

便利で確実な口座振替のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

(固@8888コード:No.27 9) 

民i旦ノa、.市

ま
す
。
募
集
期
間
は

6
月
紅
白
m
w
l

mω
日
制
で
す
。

市
制
施
行
別
周
年
を
記
念
し
て
、

盛
大
に
開
催
し
ま
す
。
お
お
ぜ
い
の

皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

-
「
踊
り
連
」「
み
こ
し
連
」
「
太
鼓

連
」
の
募
集

自
治
会
、
職
場
、
グ
ル

ー
プ
な
ど

で
参
加
ご
希
望
の
か
た
は
、
「
は
が

き
」
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

-
「
生
演
奏
連
」
へ
の
参
加
募
集

「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
の
生
演
奏

(
楽
器
、
合
唱
)
に
参
加
さ
れ
る
か

次
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
地
域
工
業
振
興
会
ふ
る
さ
と
会
様

/
現
金
加
万
円
/
社
会
福
祉
基
金

積
立
金
と
し
て

マ
金
津
徳
喜
様
(
岩
清
水
)
/
現
金
3

万
円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と

し
て

マ
側
サ
ン
ワ
開
発
様
/
現
金
1
0
0

万
円
/
小
中
学
校
の
外
国
籍
児
童

生
徒
の
教
育
振
興
の
た
め

マ
安
藤
病
院
様
/
現
金
2
9
8
1
0

円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し

て
マ
北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
側
様
/
現
金

5
万
円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

ルア
U

て

マ
山
崎
一
平
様
(
山
口
)
/
現
金
5
万

円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し

た
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
観
光

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「踊り連』、「みこし連」、「太鼓連』

応募要項

(重量〕

て
マ
上
田
魚
商
業
協
同
組
合
様
/
さ
け

の
切
り
身
1
0
0
切
/
報
思
寮
入

所
者
食
材
用
と
し
て

マ
小
泉
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
様
/
現
金

2
0
2
5
2
7
円
/
社
会
福
祉
基

金
積
立
金
と
し
て

マ
市
村
福
江
様
(
新
田
)
/
車
い
す
1

台
/
高
齢
者
福
祉
の
た
め

マ
長
野
県
連
合
青
果
側
様
/
み
か
ん

印
箱
/
市
内
の
社
会
福
祉
施
設
ヘ

マ
側
み
す
ず
綜
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

様
/
現
金
日
万
円
/
社
会
福
祉
基

金
積
立
金
と
し
て

マ
春
原
勝
衛
様
(
下
室
賀
)
/
自
著
書

籍
お
冊
/
市
内
各
小
中
学
校
ヘ

マ
第
二
中
学
校
生
徒
会
様
/
現
金
7

7
4
7
6
円
/
点
字
図
書
館
整
備

資
金
に

マ
ち
ど
り
会
様
/
現
金
4
2
8
1
円

/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

(
平
成
日
年
1
月
日
日
受
付
分
ま
で

11.6.16 
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7月は、「青少年の非行問題に

取り組む全国強調月間」です。

マンドリン演奏会
~マンドリンと鍵盤の調べに

のせてひとときの憩いを~

月間中、少年補導委員さんを中心に、地域

の青少年育成関係者も参加し、有害環境チェッ

ク活動や一日補導を実施します。

これを機会に、地域の皆さん一人一人が子

どもたちに温かい目を向け、青少年の非行防

止にご協力をお願~ iします。

また、補導委員さんなどが巡回の際は、

理解ご協力をお願いします。

v、、

'-ー

7月31日(土)午後時30分開演
旧宣教師館(下掛・リサーチパーク肉)

1>入場料一般 500円 1>定員 25名(先着順) じ>演
奏 小山益雄さん・小山優子さん(マンドリン)、唐津瑞枝

さん(鍵盤1>曲目 2台のマンドリンのための 3つの二

重奏:A. リジェリ、 二重奏曲ト長調:作曲者不詳、マン

ドリン協奏曲ト長調:A. ヴィヴァルディ ほか マ申し込

み 6月28日(月)から文化課固⑧5102で受け付けます。

教育史
跡
め
ぐ
り
『
糸
魚
川
』

参
加
者
募
集
博
物
館
(
固
⑫
1
2
7
4
)

姫
川
の
流
れ
る
ヒ
ス
イ
の
里
、
そ

し
て
村
上
義
清
の
最
後
の
地
で
も
あ

る
新
潟
県
糸
魚
川
市
の
史
跡
見
学
会

で
す
(
上
小
郷
土
研
究
会
と
共
催
)
。

マ
と
き

7
月
4
日
制
午
前

7
時

日
分
上
田
駅
前
お
城
口
出
発
マ
見

学
先
①
相
馬
御
風
記
念
館
②
一
の

宮
(
天
津
神
社
・
奴
奈
川
神
社
)
③

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ

I
ジ
ア
ム
④

長
者
ケ
原
考
古
館
(
国
史
跡
、
ヒ
ス

イ
加
工
の
縄
文
遺
跡
)
⑤
水
保
の
十

一
面
観
音
立
像
(
国
重
文
)
⑥
根
知

城
(
上
杉
氏
を
頼
っ
た
村
上
義
清
最

後
の
拠
点
)
⑦
木
地
屋
民
俗
資
料
館

マ
参
加
料

5
0
0
0
円

マ

募

集
人
員
卯
名
(
パ
ス

2
台

)

マ

申
し
込
み
参
加
料
を
添
え
て
博
物

館
ヘ
マ
そ
の
他
昼
食
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

講
演
会

「
ヒ
ス
4と
奴
奈
川
姫
」

博
物
館
(
固
⑫
1
2
7
4
)

刻
刻
り
叫
州
リ
釧
刻
斗
刈
「
|
叫
l
叫
州
制
I

l

l
i

-

-
-
-

-

大
国
主
命
と
奴
奈
川
姫
の
日
本
最

初
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
。
そ
の
子
が
信

濃
の
一
の
宮
諏
訪
社
の
神
だ
と
い
い

ま
す
。
神
話
の
世
界
の
物
語
と
三
内

丸
山
遺
跡
(
青
森
県
)
で
も
発
見
さ

れ
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
新
潟
県
姫

川
(
奴
奈
川
姫
の
川
)
産
の
ヒ
ス
イ

に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
お
話
で
す
。

マ
講
師
上
田
女
子
短
期
大
学
教

授
・
塩
入
秀
敏
さ
ん
マ
と
き

6

月
幻
日
目
午
後
2
時
刊
分

1
3時
加

分
マ
と
こ
ろ
市
民
会
館
会
議
室

マ
そ
の
他
聴
講
無
料
。
糸
魚
川

史
跡
見
学
会
に
ち
な
ん
で
の
講
演
会

で
す
が
、
一
般
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

や
ま
び
こ
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

生
涯
学
習
課
(
固
⑫
5
1
0
3
)

や
ま
び
こ
キ
ャ
ン
プ
は
、
不
登
校

の
子
ど
も
た
ち
ゃ
、
学
校
生
活
の
中

で
自
分
の
力
を
発
揮
し
た
り
、
表
現

す
る
こ
と
が
苦
手
な
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
自

由
で
伸
び
伸
び
と
し
た
活
動
と
共
同

生
活
を
通
し
、
自
主
性
と
社
会
性
の

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

設
し
ま
す
。

マ
と
き
一
次
:
・

7
月
刊
日
出

1

1
日
間
、
二
次
:
・

9
月

M
日
働
j

m

日
目
マ
と
こ
ろ
須
坂
青
年
の
家

マ

対

象

小

学

校
4
年
生
j
中
学

校
3
年

生

マ

募

集

人

員

約

3
0

名
マ
参
加
料
一
次
・

:
3
0
0
0

円
、
二
次
・

:
4
0
0
0
円

マ

申

し

込
み

6
月
お
日
働
ま
で
に
各
学
校

の
担
任
の
先
生
ヘ
マ
そ
の
他
①

や
ま
び
こ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
場

合
、
登
校
日
扱
い
に
な
り
ま
す
。
②

全
日
程
参
加
で
き
な
く
て
も
け
つ
こ

う
で
す
。
③
ご
家
族
、
お
友
達
と
い
っ

し
ょ
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の

申
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
を
実
施

学
校
教
育
課
(
固
⑫
5
1
0
1
)

平
成
日
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
を

実
施
し
ま
す
。
受
験
希
望
が
あ
る
場

合
は
、

8
月

5
日
術
ま
で
に
学
校
教

育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
試

験
実
施
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日

本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

上
回
女
子
短
期
大
学

公
開
講
座
へ
ど
う
ぞ

上
回
女
子
短
期
大
学
(
固
⑮
2
3
5
2
)

.公開講座日程
開講日 講座名

① 6月19日(土)
ヘルマン・ヘッセからの贈りもの

~混沌を生きぬくために~

6月26日住)
② 7月10日佳) 「源氏物語絵巻」の世界
7月17日住)

③ 7月24日(土)
心と体の健康設計

~ライフスタイルと健康実感度~

④ 7月31日(土)
ボフンァィア日本語教室の

現状と課題

⑤ 8月7日出
寺子屋教育にみる 「学び」

と 「教え」

マメ
l
ン
テ

l
マ

ア

カ

デ

メ

イ

ア
ー
世
紀
を
越
え
て
考
え
る

l

V
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時

間

午

前

m時
1
日

時

初

分

マ

と
こ
ろ
上
田
女
子
短
期
大
学
マ

定

員

刊

名

マ

申

し

込

み

往

復

は
が
き
に
希
望
講
座
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
上
田

女
子
短
期
大
学

「
公
開
講
座
」
係

(干

3
8
6
1
1
2
1
3
上
田
市
下

之
郷
乙
6
2
0
)
J¥ 

上
田
高
等
学
校

学
校
開
放
講
座
へ
ど
う
ぞ

上
田
高
等
学
校
(
固
⑫
0
0
0
2
)

マ
講
座
名
月
ご
と
に
み
る
上
田
・

小
県
地
域
の
近
現
代
史
マ
時
間

午
後
2
時

1
4
時

マ

と

こ

ろ

上

田
高
等
学
校
同
窓
会
館
マ
定
員

初
名
マ
申
し
込
み
往
復
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、
上
田
高

等
学
校
(
上
田
市
大
手
1
1
4
ー
幻

担
当
・
小
平
)
へ

.学校開放講座日程

開講日 学習内容

6月26日(土) 講座会場とそこに至るまでの近現代の街並み模様

7月17日仕) 上田・小県地域の印刷文化と上田点字図書館

7月24日(土) 官平鉱毒問題と濯;既

8月21日(土) 上田騒動から敗戦、占領下の上小地域

9月4日(お 上田・小県地域における貴重な産業考古

9月25日(土) 上回・小県地域に華ひらいた大正デモクラシー

10月9日(土) 信濃銀行支払い停止および養蚕業と自由民権運動

10月30日比) 疎開企業と上田・小県地域の産業

11月27日(土) 上田・小県地域の電気・電話・父通

12月18日(土) 2・4事件などにみる上田・小県地域のものの考え方
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官自プールEき視員を審議
体育センター圃⑫o8 2 3 

b対象健康で水泳経験のある35歳までの
かた(高校生以下は除く) t>期間 6月中

旬'""9月初旬 b勤務時間午前8時30分~
午後5時15分じ>給料日給 5，610円じ>募
集人員若干名 b申し込み履歴書を添え
て体育センター(市民体育館内)へ

体育課固⑫51 0 5 

夏休み学童スポーツ大会

全
国
キ

l
パ
l
ソ
ン
の
会

附
信
州
上
回
参
加
者
募
集

生
涯
学
習
課
(
固
⑫
5
1
0
3
)

放
送
大
学
の
学
生
募
集

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

(固
0
2
6
6
1
5
8
1
2
3
3
2
)

地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
人
が

全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

機
会
に
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
「
マ
チ
づ

く
り
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

7
月
M
日
出
j
お
日
間

マ
と
こ
ろ
旧
別
所
小
学
校
マ

内
容
成
功
す
る
マ
チ
ま
ち
づ
く
り

(
N
P
O
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
商

庖
街
を
題
材
に
、
レ
ク
チ
ャ
ー
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
進
め
ま
す
。
)

マ
参
加
料

7
0
0
0
円
(
交
流

会
費
含
み
ま
す
。
)

マ

問

い

合

わ

せ
生
涯
学
習
課
へ

I第21固掌童野球大会]
8月1日(日)'"'-'5日(木) 市営・染屋台野球場

[第16園女子学童綱引き大会]
8月8日(日) 市民体育館

b申し込み 両大会とも6月16日依:)'"'-'7月16日(金)に参
加料を添えて体育課へ [>抽選会 ①野球は7月22日

(木)②綱引きは7月23日(金)、いずれも午後7時から‘勤労者

体育センター2階会議室 bその他 詳しくは、各地区
育成会長さんに開催要項を送付しますのでご覧ください。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
自
宅
で
学
習
で
き
る
文

部
省
・
郵
政
省
所
管
の
通
信
制
の
大

学
(
教
養
学
部
)
で
、
四
歳
以
上

(
選
科
・
科
目
履
修
生
は
入
学
時
に

日
歳
以
上
)
の
か
た
な
ら
だ
れ
で
も

入
学
で
き
ま
す
。

卒
業
を
目
指
す
コ

l
ス
(
教
養
学

士
)
と

l
科
目
あ
る
い
は
数
科
目
履

修
す
る
コ

l
ス
が
あ
り
ま
す
。

マ
出
願
受
付

8
月
日
日
ま
で

マ
視
聴
方
法
ス
カ
イ
。ハ
l
フ
ェ

ク

T
V
/
(
テ
レ
ビ

2
0
5
d
・
ラ
ジ

弓道教室(後期)

bとき 8月3日'"'-'10月26日の火曜日13回、午前10時
'"'-'11時30分または午後6時30分'"'-'8時のいずれか1回 b 
ところ 市営弓道場 b対象 市内在住か在勤の一般
男女じ〉定員 30名じ〉参加料 3.000円 b申し込
み 6月16日依:)'"'-'7月23日働に参加料を添えて体育課へ

第4回上岡市民水泳大会

じ>とき 8月29日(日)

※詳細は、「広報うえだJ7月16日号に掲載します。

いよいよプールの季節/

市民フ二一Jレオープンします オ
5
0
0
d
)
ま
た
は
上
田
ケ
ー
ブ

ル
ビ
ジ
ョ
ン
マ
資
料
の
請
求
電

話
か
は
が
き
で
、
放
送
大
学
長
野
学

習
セ
ン
タ
ー
(
干
3
9
2
0
0
0

4
諏
訪
市
諏
訪
1
1
6
1
1
駅
前
市

民
会
館
内
)
へ

教
科
書
展
示
会
開
催

上
回
教
育
事
務
所
(
固
⑫
1
2
6
0
)

上
小
地
区
の
小
中
学
校
で
使
用
し

て
い
る
教
科
書
を
中
心
に
、
小
中
高

等
学
校
の
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

マ
と
き

6
月
お
日
働

1
7月
U

日
側
午
前
9
時
j
午
後
5
時
(
た
だ

し、

6
月
初
日
出
・
幻
日
目
、

7
月

4
日
目

-m日
出
・
日
日
制
は
休
館
)

フ。 ル 期間・時間 料 金

上回公園
6月26日比) 大人 120円(6回綴り回数

プール
"'9月5日(日) 券 600円)/中学生以下

固@9814
午前9時~正午 60円(6回綴り回数券 300

午後1時"'4時30分 円)/未就学児童 無料

自然運動公園
6月26日(土) 大人 280円(6回綴り回数

プール
"'9月5日(日) 券1400円)/中学生以下

固⑮6200
午前9時~正午 130円(6目績り回数券 650

午後1時"'4時 円)/未就学児童 無料

上田公園・城下
7月1日(桐

-材木町

ちびっこプール
"'8月31日(火) 無 料

固⑫0823
午前9時~午後4時

マ
と
こ
ろ
小
県
上
田
教
育
会
館

内
「
上
小
教
科
書
セ
ン
タ
ー
」
(
上

田
市
大
手
2
1
7
l
m
)

県
内
の
各
種
公
開
講
座

の
概
要
が
一
冊
に

生
涯
学
習
課
(
岡
⑧
5
1
0
4
)

長
野
県
教
育
委
員
会
文
化
財
・
生
涯
学
習
課

(固
0
2
6
1
2
3
5
1
7
4
3
7
)

長
野
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内

各
地
で
今
年
度
実
施
さ
れ
る
各
種
公

開
講
座
の
概
要
を
一
冊
に
ま
と
め
た

「
広
域
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
生
涯
学
習
課
ま

た
は
長
野
県
教
育
委
員
会
文
化
財
・

生
涯
学
習
課
へ

アクアフラザ上回(固⑧26 2 6) 
無料送迎パスの運行のお知らせ
4月から運行しています送迎ノ〈スを引き続き運行しま

すのでご利用ください。 じ〉運行期間 7月~来年
.送迎パス運行表 3月の毎週月・金曜日

月|迎|言語読Z摩川着手発112::1Iお知61tl第2・第
金|え|アクアプラザ上田 | 着 110:451 4木曜日以外の木曜日ri--l発 |14日開館山ますの|高齢者福祉センター|着・発 14:151
日り|上田駅温泉口(南口)1 着 14:30|でご利用ください。

[ 13] 11.6.16 



『
保
健
ご
よ
み
』
差
し
上
げ
ま
す

E D U G 

歳半未満であれば接種可能です)、体温計

・注意事項

じ>事前に医療機関に電話予約をしてからお出かけくだ

さ~'0 
[>予診票がない場合は医療機関にあるものを使用して

くださし'0
[>予診票をお持ちのかたは、

入して持参してください。

ります。

圃三種混合予防接種委託医療機関一覧表 (50音順)

! 健康推進課(固⑮8制

体温以外はあらかじめ記

体温は接種の直前に測

-三種混合予防接種(個別接種)
7月から三種混合予防接種は、集団接種がなくなり

全て個別接種となりますO

圃対象者

乳
幼
児
の
健
診
や
予
防
接
種
の
計
画
が
わ
か
る
『
什
年
度
保
健
ご
よ
み
』
を
差
し
上
げ
ま
す
。

市
役
所
健
康
推
進
課
、

3
支
所
(
塩
田
・
川
西
・
豊
殿
)
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

医療機関名(自治会名) 電話 医療機関名(自治会名) 電話

葦沢内科医院(下吉田) 35-3330 城南医院(御所) 22-3481 

荒井医院(下紺屋町) 22-0474 杉山クリニック(新田) 26-8200 

飯島医院(築地) 22-5011 諏訪形クリニック(諏訪形) 25-5556 

池田クリニック(川辺町) 22-5041 豊田医院(下紺屋町) 22-1158 

い内科クリニック(野竹) 21-3737 日新堂医院(馬場町) 22-0558 

上回生協診療所(上塩尻) 23-0199 橋本医院(舞田) 38-2033 

上田原クリニック(川辺町) 26-3511 半田循環器科内科医院(中之条) 28-0888 

川西生協診療所(仁古田) 31-1411 堀こどもクリニック(中之条) 23-5566 

川西病院(保野) 38-2811 三原内科医院(中之条) 27-6500 

かんがわクリニック(久保林) 34-5151 宮坂内科小児科医院(下常国) 22-0759 

小井土内科医院(下川原柳町) 27-6666 宮下内科小児科医院(上堀) 22-1233 

甲田内科小児科診療所(石神) 38-3065 村上医院(末広町) 22-3740 

こさとクリニック(染屋) 28-4111 室賀診療所(上室賀) 31-1070 

小松内科衛環器科医院(上川原柳町) 27-2200 柳沢病院(北大手) 22-0109 

斉藤外科医院(下青木) 35-0887 山極内科医院(別所) 38-7388 

ささき小児科医院(城北) 27-7700 山越医院(国分) 26-5800 

佐藤医院(五加) 38-2543 山田内科医院(下之郷) 26-8181 

佐藤間腸科内科医院(鷹匠町) 22-2342 吉田こども医院(踏入) 24-1222 

塩田病院(中野) 38-2221 和方内科(塩田新町) 38-2540 

① 
平成10年10月1日~平成11年3月31日生まれ
のお子さん

1期初回
平成10年9月30日以前の生まれで未接種のお
② 
子さん(ただし、 7歳6か月未満)

平成8年7月1日~平成9年4月30日生まれで第
① 1期初回終了後12か月以上経過しているお

1期追加
子さん

平成8年6月30日以前の生まれで第 1期初回
② 終了後12か月以上経過しているお子さん
(ただし、 7歳6か月未満)

※1期初回・追加の①の対象者と、 1期追加の②で平成10年
1 月 ~3 月の聞に 1 期初回を終了しているかたには通知と
予診票を送付します。

7月1日(桐"""9月30日休:)(ただし、お盆の期

別表、委託医療機関一覧表のとおり O

-実施期間

聞は除く)

・実施場所

・接種方法

3~4 週間の間隔で 3 回接種

初回の 3 回目接種後、約 12か月 ~18か月の聞に 1
回接種

-持ち物

母子健康手帳、通知・予診票(上記②の対象者で通

知の出なし 1かたもいますO 通知や予診票がなくても 7

-川商社会福祉センター(塩田・川西地区のかたのみ)

| 4ヵ月 7 t:=H  1:' n 11. 2 .16"" 3 .15 
7月16日

| 10ヵ月 I rJ lULJ 10.8.16""9.15 

・塩田母子健康センター(塩田・川西地区のかたのみ)

|1歳6ヵ月 7月30日 9.11.16""10.1.15 I 

11.6.16 [14] 

[>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・
1歳6か月児・ 3歳児〉…午後l時'-"'2時 ②2歳児教

室…午後 l時，-..， 1時15分[①、②とも午後零時30分以

前の受け付けはできません。] じ〉持ち物 ①乳幼児

健康診査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、

おむつ、赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)04 

か月・10か月・ l歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にあ

る健康診査票に記入してお持ちくださ ~' o 3歳児は、

健康診査票と視聴覚検査のアンケートをお送りします

ので\ご記入のうえ、お持ちくださ~'0また、尿検査

の容器もお持ちくださ ~' o ②2歳児教室…母子健康

手帳、おたずね用紙、歯ブラシ、コップ、おやつ代

(実費)、おやつ用はし・スプーン・フォークなどとお皿

健康診査 実施日 生年月日

4ヵ月
7月9日 11. 2 .16"" 2 .28 

7月22日 11.3.1 ""3.15 

10ヵ月
7月13日 10.8.16"" 8 .31 

7月21日 10.9.1""9.15 

1歳6ヵ月
7月 1日 9 .12.16""12.31 

7月29日 10.1.1"" 1 .15 

3歳
7月8日 8.6.1 ""6.15 

7月23日 8 . 6 .16"" 6 .30 

2歳児教室
7月6日 9.4.1 ""4.15 

7月27日 9 . 4 .16"" 4 .30 

-保健センター(市役所南町舎2階)
.、~.、~.、~.、~.、~.、~.、~.

7月の乳幼児健康診査・教室
(固⑧8244)
.~、.



「出前ときめきのまち講座」
さまざまな団体・グループが利用しています

市職員が講師となり市の仕事について説明し、皆さんの学習のお手伝

いをする「出前ときめきのまち講座」が今年1月から始まり、さまざま

な団体・グループが利用していますO このたび、新たな講座も用意され、

充実しました。皆さんのご利用をお待ちしています。

[r出前ときめきのまち講座Jについて16、17ページに掲載J]

上田市で人材育成を目的に開催

した「女性いきいき講座」の平成

8年度修了生のグループ「すぎな

会J(会員12名)が、自主的に講
座を開くなどの活動をしている中

で、「出前ときめきのまち講座」

のプログラムを利用しています。

5月27日は、上田市の環境につ

いて学ぶため、家庭排水浄化セン

ターの見学と、清浄園で生活環境

課の職員から上田市の環境の現状

と施策について説明を受けました。

[15] 11.6.16 

長野大学産業社会学部安井幸次

教授の専門ゼミナール(学生16人〉

では、「地方自治を考える」とい

うテーマのゼミの研究の一環とし

て「出前ときめきのまち講座」を

利用し、 7月まで 4回の日程で上

田市の組織と仕事、行政改革、総

合計画などについて学んでいます。

5月25日は議会事務局の職員を

講師に、議会の組織と現状につい

て講義を受けました。

緑が丘北区婦人学級(会員35人)

では、毎月定期的に活動をする中

で¥5月は「池波正太郎真田太平

記館」を見学することにしました。

5月28日、「出前ときめきのま

ち講座」のプログラム「池波正太

郎と上田」を利用し、館長の案内

で見学しました。また、この婦人

学級では 2月にも、介護保険制度

について学ぶため、この講座を利

1用しました。

教育 『

間つ
。 一

c 

。
)t 

→1'-
-平成11年
[1999] 。No.123 

z Cト
4 • • c 

m Cト。
)t -上田市教育委員会



市の職員が市民の生涯学習のお手伝い

fliftiu.とまめまの£多議屋ジ
が充実しました

「出前ときめきのまち講座Jは、市が行っている仕事で、市民の皆さんが知りたい、聞きたいと

思う内容を、担当課の市職員が皆さんのところに出向いて説明し、学習のお手伝いをするというも

のです。今回、プログラムに12講座を追加し、合計70講座となりました。この講座を、これまで利

用されたかたも、まだ利用されていないかたも、気軽にお申し込みください。

-これまでの講座利用状況

(平成11年 1月11日--5月12日)

*申し込み総件数41件

*申し込みが多い講座は、「介護

保険制度についてJ16件、「特
乙 製プログラムJ7件、「男と女・

よりよいパートナ一関係を求め

てJ3件、「池波正太郎と上田」
2件などです。

*申し込まれたかたのうち、構成

員が5人から10人の団体・グルー

プが7件、 11人から20人の団体・

グループが20件、 20人以上の団

体・グループが14件でした。

-利用方法

.追加プログラム一覧

l上田で撮影した映画を紹介し、上田の魅力を再発映画のまち上田ガイド I~~ ~ JJV(.;ry V 1'-t'A J，:::::.I.c.. III~JI v， ....L..~ VJIt::，!;/J.c.. r:r.::n:; I企 画 課
|見する。

ご存知ですか?ビデオ等を利用して、セクシャルハラスメン卜「1 ~:. :=~~:J.'::: -?，-， L:.../..， -v ~V' ， ./ -"r -' 1-1'-1企画課
セクシャルハラスメン卜 |ついて理解を深める。

高度情報化社会に向けた |地域情報化の現状と計画等についての説明

取り組みについて |※プロジェクターとスクリーンの用意が必要
情報推進課

上田市の財政状況

について
上田市の財政の状況と、地方財政制度の説明 財政課

ノーマライゼーション理念のもと |上田市障害者プランを中心に、障害者福祉の在りI ~~~:~=.:~\;: ./ -' -c. 1" '-'.1'-， 1"'-T-.=r ~TJ;;tn:LL V"'1-L:J I福祉課
「ともに生きる社会」を目指して |方について説明

上田市の都市基盤整備|都市計画マスタープラン、土地利用計画、道路網I :~~;;:~:'t~':;: l'l C ，.， ./ " -'-~lJj 'r'JTTJ r:H~， Aeu，I=:l'rJ'-J I都市計画課
について |計画について説明

優良建築物等整備事業|中心市街地における民間の共同建て替え等の支援I =~:~ .:~~.:=:~~ .~-"\"I=Jv"" ;..o， I""J J&:t: '" t=I rl..-r.r v""~J&. 1 市街地整備課
について |制度について説明

景観協定による |地域住民が締結する景観協定による、良好な景観
I :~::l~~，::'=:~ ~ ~:~ ~7J7JI~~'-~' ~~ ，: ~~::J .~;~ 1m  I景観建築課

まちづくり |形成と個性豊かなまちづくりについて説明

|幹線道路の整備(計画と実施)、生活道路の整「
上田市の道づくり | ー|土 木 課

I (要望から実施まで)について説明

について

「いじめ」問題

への対応について

こんな火事が/

-火災予防について

子どものありのままの姿を受け入れ、様々 な人間関係の中で問題
~':" I学校教育課

を考える。対応策として、学校や、相談機関の利用の仕方を学ふ。

実態を把握する方法を学ぶ。対応策として、学校 l
|学校教育課

や保護者会との連携、協調の在り方を考える。 I

火災事例の中から、火災予防全般にわたる説明 |消 防 署

*申し込みできるかた…原則として市内に在住、在勤、在学しているかたで構成された 5人以上の団体・グルー

プ

*講座料…無料

*申し込み方法…①プログラムから講座をお選びください。希望の内容がプログラムにない場合は生涯学

習課へご相談ください。

②開催希望日の10日以上前に生涯学習課、公民館または担当課所へお申し込みくださ L、。

電話でも申し込みを受け付けています。

③申し込み受付後、日時や講座内容について担当課所と申込者で打ち合わせをしていた

だき、講座開催を決定しますO なお、会場は申込者側でご用意ください。

*開催できる日時…平日(月から金曜日)の午前9時から午後9時の間で 2時間以内としますO 都合により

希望の日時にそえない場合もありますので、開催希望日時は複数ご用意ください。なお、

担当課所によっては休日開催をお願いする場合もありますのでご了承ください。

*お願い…以下の点についてご理解とご了承をお願いしますO

①同じ年度内において、同じ学習団体が、同じ講座を複数回申し込むことは、原則とし

てできません。

②政治、宗教、営利を目的とした催しの場合には職員を派遣できません。

③この講座は市民の皆さんの学習活動に役立てることを目的に実施します。市の仕事に

対する質問や意見はお受けしますが、苦情等はお受けできません。
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-出前ときめきのまち講座プログラム
No. 講座内容 担当 No. 講座内容

1 男と女・よりよいパートナ一関係を求めて 企画課 35 福祉サービスを上手に利用する方法

2 女性がいきいきと働く職場環境づくり 企画課 36 介護保険制度について

広域連合について

31 -上田地域広域連合とは 企画課
どのようなものでしょうか一

37 
ノーマライゼーション理念のもと「ともに生きる社

会」を目指して

上田市の総合計画
企画課

4 一第3次上田市総合計画一
38 
市街地活性化講座

一中心市街地の活性化ー

5 映画のまち上田ガイド 企画課 39 新エネルギービジョンの取り組み

6 ご存知ですか?セクシャルハラスメント 企画課

7 上田地域デジタルアーカイブ
情報推進課

ーパソコンで見る上回の過去・現在・未来一

8 高度情報化社会に向けた取り組みについて
情報推進課

(※1) 

上田市への意見の出し方いろいろ

40 
中小企業と融資制度

一融資制度のあらましと活用一

41 
池波正太郎と上回

-池波正太郎の上田での足跡と作品紹介一(※3) 

42 
古都をめぐる会

一古都上回の再発見一

91 -市長と語る日・一日行政体験・施設を見る会・ 秘書課 43 森の学校一森林の働きとしくみ一

市長への手紙など市民の市政参加について一
44 上田市の都市基盤整備について

10 上田市の広報について 秘書課

11 広報紙づくりのノウハウ 秘書課
45 優良建築物等整備事業について

12 市長と助役の仕事 秘書課 46 上田市都市景観賞について

13 
国際交流について

秘書課
一国際交流事業の現状と今後の展望一

47 景観協定によるまちづくり

48 上田市の道づくり

14 
姉妹都市と友好交流都市について

秘書課
一鎌倉市・上越市・出石町・中国寧波市一 49 上田市の上水道事業

15 国際交流員と話そう 秘書課 50 議会のしくみ

16 上田市の防災対策 総務課 51 選挙制度と選挙管理委員会の仕事

17 上田市の行政改革 総務課 52 農業委員会の役割

18 上田市の組織と仕事 総務課
53 学校給食のみりよく

19 わかりやすい公文書の書き方 総務課

20 上田市の行政手続きについて 総務課 54 
異文化の理解

-AE T (英語指導助手)と交流一

国土利用計画の上田市計画について

21 -上田市計画の基本構想と土地取引規制 用地調整
55 不登校への対応について

について一 56 「いじめ」問題への対応について

22 開発事業についてー開発事業の届出と事務一 用地調整 57 生涯学習の推進と社会教育の役割

23 
特定優良賃貸住宅制度について

用地調整
-建物建設及び家賃補助・入居方法について一

58 青少年の育成

24 上田市の財政状況について 財政課
59 人権・同和教育の推進

25 市税について 税務課 60 上田市の文化財

26 上田市の環境問題について 生活環境課 61 文化事業の聞き方ノウハウ

27 リサイクルリーダー養成講座 環境業務課 62 上田市のスポーツ行事について

28 
高脂血症のはなし

健康推進課
ーあなたの血液は油っぽい一

63 スポーツイベントの企画立案、運営の仕方について

29 心をやむ病気 健康推進課
64 上田市の公民館活動

30 子どもの予防接種 健康推進課 65 上田地域公共図書館情報ネットワークーエコールー

31 
育児のはなし

健康推進課
一子どもの心が見えますか一

66 上田城の歴史(※3) 

67 信濃国分寺と上田市の古代(※3) 

32 
糖原病を予防する食事の取り方

健康推進課
一糖原病つてなに?一 68 山本鼎と自由画運動・農民美術(※3) 

33 
子どもの食事

健康推進課
一子どもの適量・おいしさ量一

34 歯無しにならないはなし 健康推進課

69 こんな火事が/一火災予防について

70 
特製プログラムープログラムにないものでもご要望

により調整しますー

※ 1 プロジェクタ一、スクリーンが必要です。

※2 中央公民館・西部公民館・城南公民館・上野が丘公民館・川西公民館 ・塩田公民館
※3 展示案内の場合、会場は当該館となり、入場料をいただきます。
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自
分
も
大
事

あ
な
た
も
大
事

人
間
だ
も
の

近
づ
く
の
は

私
達
な
の
で
す

清
水

深
里

第
五
中
学
校
3
年

平
成
十
年
十
月
一
日
、
上
田
市
で
「
上
田
市

差
別
撤
廃
と
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
」
が
公

布
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
が
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、

施
行
さ
れ
て
か
ら
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
で
し

た
。
中
学
生
と
は
い
え
ど
も
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
新
聞
を
読

む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
「
ま
あ
読
ま
な

く
て
も
い
い
か
:
・
。
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

ず
っ
と
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
の
に
、
知
ら
ず
に
い
ま
し
た
。
「
勉
強
不

足
だ
な
・
:
。
」
と
自
分
で
痛
感
し
ま
し
た
。
だ

か
ら
も
っ
と
世
の
中
の
事
に
目
を
向
け
、
今
、

自
分
が
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
も
の
も
大
切

に
し
つ
つ
、
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

事
、
こ
の
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
九
年
間
の
義
務
教
育
の
中
で

学
ん
で
来
た
い
く
つ
も
の
差
別
に
つ
い
て
も
常

に
現
状
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
大
切

な
事
で
す
。
私
は
今
、
義
務
教
育
を
終
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
、
本
当

の
大
人
の
人
間
社
会
の
中
に

一
歩
踏
み
出
さ
な

学
校
教
育
の
中
で
同
和
(
人
権
)
教
育

が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
、
昨
年
刊
月
に

応
募
さ
れ
た
作
文
や
詩
の
中
に
表
れ
て
い

ま
す
。
優
秀
作
の
中
か
ら

3
人
の
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

け
れ
ば
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
は
、
今
ま

で
ず
っ
と
学
ん
で
き
た
差
別
に
関
す
る
事
が
今

よ
り
も
ず
っ
と
ず
っ
と
身
近
に
な
り
ま
す
。

私
は
義
務
教
育
を
受
け
て
い
る
聞
は
、
幸
運

に
も
、
大
人
に
教
わ
る
差
別
と
、
実
体
験
か
ら

た
た
き
込
ま
れ
る
差
別
、
こ
の
二
つ
の
量
を
比

べ
る
と
、
ど
ん
な
に
斜
め
か
ら
見
て
も
、
大
人

に
教
わ
る
差
別
つ
ま
り
、
学
校
の
同
和
教
育
の

授
業
や
本
な
ど
か
ら
得
る
知
識
の
方
が
、
は
る

か
に
多
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は

こ
の
二
つ
の
量
は
逆
転
す
る
で
し
ょ
う
。
だ
か

ら
九
年
間
の
義
務
教
育
の
中
で
学
ん
だ
数
多
く

の
差
別
に
関
す
る
事
を
、
も
う
一
度
見
直
し
、

自
分
の
信
念
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、
周
り
の
雰

囲
気
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
や
り

た
い
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
今
回
施
行
さ
れ
た
条
例
に

つ
い
て
、
疑
問
に
思
う
事
が
あ
り
ま
す
。
ど
う

し
て
こ
ん
な
に
い
い
条
例
を
作
っ
た
の
に
、
も
っ

と
大
き
く
取
り
上
げ
話
題
に
し
な
い
の
だ
ろ
う
。

世
間
に
目
を
向
け
な
か
っ
た
私
が
言
う
の
は
ど

う
か
と
思
い
ま
す
が
。
現
実
に
は
興
味
が
あ
っ

て
も
今
の
忙
し
い
生
活
の
中
で
周
り
に
目
を
向

け
る
余
裕
の
な
い
人
、
ま
た
余
裕
が
あ
っ
た
ら

好
き
な
こ
と
を
し
た
い
人
、
忙
し
い
、
忙
し
く

な
い
と
言
う
以
前
に
、
全
く
興
味
が
な
い
人
、

た
い
て
い
の
人
が
こ
の
三
つ
の
ど
れ
か
に
当
て

は
ま
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
こ
の
事
は
決
し
て
目
を
そ
、
り
し
て
は

い
け
な
い
事
で
す
。
だ
か
ら
全
て
の
人
の
耳
に

嫌
で
も
入
る
。
そ
ん
な
風
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
全
て
の
人

人
が
少
し
で
も
そ
っ
ち
に
心
を
向
け
る
よ
う
に

心
掛
け
る
事
が
、
差
別
撤
廃
に
向
け
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

い
つ
か
、
差
別
撤
廃
と
い
う
言
葉
が
必
要
な

く
な
る
社
会
に
な
れ
ば
い
い
な
・
:
と
思
い
ま
す
。

今
現
在
、
差
別
の
完
全
消
滅
と
い
う
夜
明
け

は
遠
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
一
歩
一
歩
そ
こ
へ

近
づ
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
私
達
な
の

で
す
。
友
達
の
な
み
だ

神
川
小
学
校

4
年

大
塚

「
お
い
な
り

f
」

と
三
組
の
人
の
大
き
な
声
が
聞
こ
え
た
。

ぼ
く
は
ふ
り
む
い
た
。

N
君
は
小
さ
く
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
。

ぼ
う
し
を
顔
に
お
し
つ
け

な
み
だ
を
な
が
し
て
い
た
。

宇
品
ノ
¥
十
品
、

「
あ
や
ま
れ
っ
/
」

と
つ
よ
く
言
っ
た
。

三
組
の

S
君
が
あ
や
ま
り
に
き
た
。

ぼ
く
は
、
あ
や
ま
っ
て
も
ら
っ
た
。

す
っ
き
り
し
た
。

あ
だ
な
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南
小
学
校

3
年

洋
匡

田
中

「
ブ
タ
」

と、

M
く
ん
が
言
っ
た
。

平
品
ノ
¥
斗
也
、

な
ん
に
も
し
て
な
い
の
に
な
。

先
生
が

M
く
ん
の
と
こ
ろ
を

「
こ
ら
!
」

と
、
お
こ
っ
た
。

ぼ
く
の
と
こ
ろ
を

か
ら
だ
。

あ
だ
名
っ
て

「
ブ
タ
」

な
ん
て
言
う

い
や
だ
な
。

1:1 

::;c 

ぼ
く
は
、
ぜ
っ
た
い
に
言
わ
な
い
ぞ
。

友
だ
ち
が
か
な
し
む
も
ん
な
。

清
水
さ
ん
の
文
を
読
ん
だ
審
査
員
は
驚

き
の
声
を
上
げ
た
。
条
例
が
施
行
さ
れ

2

か
月
で
中
学
生
が
学
習
し
た
の
に
、
委
員

は
ま
だ
詳
し
心
読
ん
で
い
な
か
っ
た
・
:
か

ら
で
あ
る
。
第

3
条
に
、
市
民
の
責
務
と

し
て
「
人
権
侵
害
に
関
す
る
行
為
を
し
な

い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と

あ
る
。
市
民
一
人
一
人
が
:
・
。

大
塚
さ
ん
の
詩
で
は
、
友
達
が
悪
口
を

言
わ
れ
、
帽
子
を
顔
に
押
し
つ
け
て
泣
い

て
い
た
。
勇
気
を
出
し
て
「
あ
や
ま
れ
/
」

と
言
っ
て
い
る
。

田
中
さ
ん
の
詩
は
、
い
や
な
「
あ
だ
名
」

を
言
わ
れ
、
ぼ
く
は
、
絶
対
言
わ
な
い
と

決
意
し
た
様
子
が
最
後
の

一
行
で
締
め
て

い
る
。



-5月
定
例
会

5
月
日
日

ω開
催
し
た

5
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す。
審
議
事
項

一
上
田
市
立
小
・
中
学
校
管
理
規

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

学
校
教
育
法
施
行
令
の
改
正
に

よ
り
、
公
立
学
校
(
大
学
以
外
)

の
学
期
は
、
当
該
学
校
を
設
置
す

る
市
町
村
又
は
都
道
府
県
の
教
育

委
員
会
が
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
規
則
改
正
に
つ
い
て

審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
上
田
市
心
身
障
害
児
就
学
指
導

コ

市内全小学校で田植え
5月から 6月にかけ、市内の全小学校で田植

えを実施しました。

この田植えは、農作業体験を通じ、作物を育

て、自然とのかかわりあいを深めるため進めて

いる学童農園事業の一環として行ったものです。

地域で農業にかかわっているかたがたのご協力

により実施され、児童たちも、楽しみな実りの

秋を迎えられそうです。

委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

欠
員
補
充
に
伴
う

2
人
の
委
員

の
委
嘱
に

つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

三
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

校
長
会
推
薦
の
一
号
委
員

6
人

の
委
嘱
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

四
上
田
市
山
本
鼎
記
念
館
運
営
審

議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う

5
人
の
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

五
上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

委
員
の
公
募
制
の
導
入
に
つ
い
て

委
員
山
人
の
う
ち
、

2
人
を
公

募
に
よ
り
選
出
す
る
案
に
つ
い
て

審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

『上田市誌』

編さんだより@

上信越道
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市誌編さん室園@97 4 1 

上
信
越
道
の
開
通
が
、
市
民
の
生

活
や
産
業
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

市
誌
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
き
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
上
田
イ
ン
タ
ー
の
利

用
に
つ
い
て
み
て
み
ま
す
。

上
田
イ
ン
タ
ー
の
供
用
が
開
始
さ

れ
た
の
は
平
成

9
年
日
月
か
ら
で
、

月
日
j

m
万
台
、

1
日
6
千
台
前
後

の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
上
信
越
道
の

藤
岡
j
長
野
間
で
は
上
田
は
佐
久
に

次
い
で
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
凶
年
の

3
地
点
の
月
別
の
利

用
状
況
を
み
ま
す
と
、
上
田
は
年
間

平
均
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
軽
井
沢
と
佐
久
は
季
節
に
よ
っ

て
利
用
台
数
が
ち
が
い
ま
す
。
避
暑

地
の
軽
井
沢
は

7
1
9月
に
集
中
し
、

3
か
月
の
利
用
は
卯
万
台
に
の
ぼ
り

ま
す
。
佐
久
は
軽
井
沢
と
同
じ
傾
向

で
す
が
、

3
月
j

U
月
に
か
け
て
も

か
な
り
の
利
用
者
が
あ
り
ま
す
。
佐

久
は
軽
井
沢
に
隣
接
し
、
八
ヶ
岳
、

参
科
等
の
観
光
地
を
後
背
地
に
も
つ

た
め
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
も

〉

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

上
田
の
利
用
台
数
が
平
均
し
て
い

る
理
由
と
し
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
利
用
者
が
あ
る
程
度
固
定
し

て
い
る
こ
と
と
、
上
田
周
辺
の
菅
平
、

湯
の
丸
、
参
科
、
美
ケ
原
な
ど
の
観

光
地
へ
は
上
田
イ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
行
き
来
す
る
人
が
意
外
と
少
な
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

次
に

1
か
月
間
の
利
用
を
み
ま
す

と
曜
日
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。

1
週
間
の
中
で
祝
日
を
除
く

と
金
曜
日
が
最
も
多
く
、
日
曜
日
に

は
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
動
き
に

つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
の
解
釈
が
あ
り

ま
す
が
、

一
つ
の
見
方
と
し
て
、
週

初
め
に
上
田
か
ら
出
た
人
が
週
末
に

帰
り
、
上
田
に
来
て
い
た
人
が
週
末同

月

平成 !0年i直路公団資料より上III・佐久・幌)1ー沢インタ一利用台数

350， 000 

300， 000 

250， 000 

200， 000 

150， 000 

!OO，OOO 

50，000 

0 

に
帰
っ
て
い
く
と
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
会
社
員
や
公
務
員
の
中
に
は

通
勤
時
間
の
関
係
で
高
速
道
路
を
利

用
す
る
人
が
か
な
り
い
ま
す
。
遠
隔

地
勤
務
に
な
っ
て
い
る
人
が
高
速
道

路
を
使
う
の
で
、
週
末
に
山
が
で
き

る
と
い
う
推
定
も
で
き
ま
す
。

産
業
別
に
高
速
道
路
の
利
用
に
つ

い
て
、
聞
き
取
り
を
し
て
み
ま
す
と

製
造
業
の
利
用
は
少
な
く
、
流
通
関

係
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
物
流
を

直
接
行
っ
て
い
る
輸
送
業
者
が
多
く

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
態
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
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[お
願
い

ー
昭
和
初
年
j
幻
年
ご
ろ

の
電
話
帳
を
お
持
ち
の
か
た
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
]
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投稿先/干386-0025上田市天神 2-4 -74 

上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月四日までに投かんしてくださし、

マ半身1-

ノ、、-z、129首、俳句・ 138旬

89旬、計・ 356作品

今月の投稿数
短歌・

川柳・

宮
崎

盛
登
選

芳

小

出

ひ

さ

子

春
闘
も
リ
ス
ト
ラ
も
な
さ
表
わ
れ
は
今

朝
も
気
負
ひ
て
池
下
足
袋
を
は
く

中

組

山

寺

勝

世

父
母
に
手
を
引
き
抱
か
れ
国
境
を
逃
れ

る
コ
ソ
ボ
の
幼
允
よ
愛
し

長

島

井

津

泉

水

異
国
に
て
戦
禍
の
中
を
さ
ま
よ
い
し
思

い
出
語
ら
う
淡
な
が
ら
に

凪
門
川
ハ
〕

田

新

田

酒

井

朗

山
里
に
新
し
き
家
建
つ
み
え
て
緑
の
風

に
泳
ぐ
鯉
快

手

塚

樋

口

も

と

子

夕
暮
れ
て
遊
び
に
夢
中
の
子
等
を
サ
ぶ

母
親
の
若
き
声
と
お
り
来
る

長

島

松

井

律

子

冬
を
越
し
春
お
と
ず
れ
し
こ
の
宵
を
癌

に
苦
し
む
友
を
忠
う
も

手

塚

荒

井

し

づ

子

状
を
つ
き
畑
へ
の
追
を
教
え
く
れ
し
ゑ

母
を
偲
べ
ば
山
鳩
の
鳴
く

伊

勢

山

塚

原

康

子

母
逆
き
て
畑
荒
れ
は
て
て
雑
草
の
緑
増

す
上
に
山
桜
散
る別

所

温

泉

増

津

源

一

智
忠
の
団
子
ま
け
ば
塩
田
に
春
が
来
る

般
若
心
経
あ
り
が
た
さ
か
な

行
-
・
上
田
市
(
干
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
l
竹

l
日
)

発
-
・
上
田
市
教
育
委
員
会
(
〒
3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
l
M
)

福

田

鈴

木

昌

尚

こ
の
春
も
白
々
花
咲
く
雪
柳
贈
ら
れ
し

友
は
逝
き
て
十
年緑

が

丘

北

坪

田

清

子

香
焚
き
て
旅
、
工
つ
母
を
偲
ぶ
夜
は
桜
花

に
水
雨
の
音
の
淋
し
も

下

郷

土

原

宗

雄
ひ
た
す
ら

香
煙
に
寝
顔
す
が
し
さ
北
枕
ロ
ハ
管
願
う

友
の
冥
福

伊

勢

山

瀬

下

要

尊
敬
と
ふ
花
言
葉
に
こ
が
れ
鉢
植
ゑ
の

ラ
ッ
パ
水
仏
求
め
帰
り
ぬ

大

屋

山

本

功

四

郎

は
れ
や
か
に
嫁
ぐ
日
の
ま
ね
さ
告
ぐ
る

笑
顔
ラ
ン
ド
セ
ル
姿
の
面
影
う
か
ぶ

小

泉

清

水

悦

男

「
先
生
頑
張
っ
て
」
と
結
婚
祝
ふ
生
徒
ら

の
茶
髪
は
光
る
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に

(
評
)
選
外
に
も
す
ぐ
れ
た
作
品
が
あ
り
ま

す
が
紙
面
の
都
合
で
割
愛
、
根
気
よ
く
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。
作
品
を
添
削
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

選
者
詠

雑
草
と
止
ハ
に
削
り
し
ニ
ラ
匂
ふ
梅
雨
の

晴
れ
間
を
む
る
る
わ
が
畑

#~ 
伺

矢
島

渚
男
選

金

井

深

町

和

子

鳴
り
の
あ
ふ
れ
る
街
に
住
み
に
け
り

小

牧

片

岡

て

つ

置
か
れ
た
る
や
う
に
椿
の
散
っ
て
を
り

小

泉

木

村

シ

モ

投
げ
受
け
る
槍
振
り
真
田
ま
つ
り
か
な

御

所

竹

内

み

さ

お

械
下
ろ
し
は
年
寄
ば
か
り
花
明
か
り

岡
崎

W
U
保

野

清

水

ゆ

き

子

ク
ッ
キ
ー
に
白
山
吹
や
山
の
カ
フ
ェ

新

町

青

島

喜

美

江

曲
り
角
パ
ア
と
顔
出
す
ク
レ
マ
チ
ス

小

泉

川

瀬

と

よ

子

春
愁
や
宿
坊
に
紅
忘
れ
き
し

浦

野

小

林

信

宏

す
ぐ
売
れ
て
し
ま
ふ
柊
の
牙
祭
か
な

常

磐

町

白

鳥

つ

な

花
の
下
社
長
が
池
酒
な
ら
べ
お
り

築

地

倉

津

昭

夫

・
寝
返
り
の
二
転
三
転
猫
の
恋

北

大

手

中

曽

根

和

夫

三
世
代
の
車
座
出
来
て
花
の
下

材

木

町

大

谷

文

子

植
木
屋
の
手
に
提
げ
ら
れ
し
柁
の
、
衣

東

前

山

守

史

孫
の
手
を
借
り
て
ト
マ
ト
の
杭
を
打
つ

緑

が

丘

北

畑

和

人

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
家
庭
訪
問
始
ま
り
し

常

入

馬

場

勇

子

絵
馬
・
鳴
ら
し
薫
風
の
、
立
ち
去
り
に
け
り

神

畑

竹

内

芳

子

青
葉
風
入
れ
て
講
話
を
聞
き
に
け
り

千

曲

町

神

原

晴

一

日
盛
り
を
巡
り
募
金
を
集
め
け
り

選
者
吟

闘
牛
の
汲
を
ヲ
に
花
の
風

11.ι16 [20 ] 

川
柳

山
崎

鮮
紅
選

千

曲

町

倉

沢

長

子

急
ぐ
の
に
ま
た
つ
か
ま
っ
た
、
立
ち
話

中

村

佐

藤

た

か

子

人
事
と
高
を
く
く
っ
て
い
た
迂
悶

長

島

小

池

友

幸

ほ
っ
と
し
て
寂
し
さ
残
し
孫
帰
る

新

田

小

林

郁

二
朗

ア
ー
ケ
ー
ド
外
し
て
見
せ
た
街
の
顔

日
畑
山
口

み
す
ず
台
北
竹
下

友
逝
き
て
偲
び
独
り
の
花
見
酒

新

田

松

井

正

信

刻
ま
れ
た
彼
自
分
史
の
跡
を
見
る

馬

場

町

武

井

宏

雄

栄
転
も
リ
ス
ト
ラ
も
無
く
老
い
の
春

長

島

松

井

律

子

廃
校
の
庭
に
ス
ミ
レ
が
首
を
た
れ

材

木

町

大

谷

文

子

鯉
の
ぼ
り
高
だ
か
と
揚
げ
男
児
あ
り

愛

宕

町

松

井

悌

子

友
の
顔
見
た
さ
に
野
暮
用
み
つ
け
だ
し

千

曲

町

内

山

勝

衛

当
確
の
字
蒸
出
た
よ
と
妻
の
声

分

去

山

本

セ

ツ

若
い
日
の
夢
愁
い
出
す
歳
と
な
り

利
雄

m
-
・
秘
書
課
(
岡
②
4
1
0
0
困
@
5
1
1
1
)

編
-
・
庶
務
課
(
悶
③
5
1
0
0
岡
③
6
7
6
1
)

刷
-
・
田
辺
印
刷
側

印
園
(
上
田
市
問
屋
町
2
3
7
1
5
岡
窃
1
4
9
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